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　２０１１年、あけましておめでとうございます。謹んで新春のご挨拶を申し上げます。

皆様におかれましては、ご健勝にて新年をお迎えのことと心からお慶び申し上げます。

　平素より、関係機関、諸団体の皆様方をはじめ、会員の皆々様には、幣協会の事業運営に当たり、格

別のご高配とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

　ここ数年、景気低迷、不況脱出を目標に、政界、経済界は必死な努力をされていますが、私達の望む

こととは様相が異なり、経済の先行きは混沌としており、電気工事業界は依然厳しい状況下にあると認

識しております。しかしながら、私達は県民生活の向上や産業の発展に不可欠な基幹産業として、重要

な役割を期待されているのも事実であります。

　さて、幣協会は、これから、国の公益法人改革に則り、「一般社団法人」認可へ向けての諸施策に取

組んで参ります。そして、本年、新たな法人下、新しいステージに立ち、更なる飛躍をめざす時であり

ます。

　当面、幣協会の課題として、第一には「分離発注の推進」であります。

県内自治体の分離発注率は２９.６％と全国ワースト３位となっています。発注体制が十分でない自治体へ

の技術者支援方策の充実を求めるなど、分離発注が社会全体の大きな流れとなるよう全国の電業協会と

連携して、従来にも増した「陳情運動」を推進致します。

　第二には、「優秀な人材確保と育成」であります。

人口減少・少子高齢化の進展等に伴い将来の成長に懸念が生じており、また、公共工事他の大幅な縮減

による受注競争激化から、中堅・中小電気工事業の経営は深刻な状況にあります。このような中、若者

が夢と生きがいを持って活躍できる魅力ある電気工事業界にしなくてはなりません。電気系教育機関と

の「学校懇談会」での情報交換や「インターンシップ」を受け入れての学生たちの職業観・就業意識の

向上を図ると共に、「視察研修」や「技術講習会」等を通して、優秀な人材確保と育成に努めます。

　第三には「適正価格・工期での受注の確保」であります。

適正な利益を確保しつつ品質の高い電気設備を提供するためには、適正な価格・工期での受注を確保し、

健全で公正な競争市場を進めていかなくてはなりません。工程管理や安全・品質管理のあり方を認識の

上「行政研修会」や「国土交通省意見交換会」の場において諸施策を要望して参ります。

　第四には「新エネルギー・省エネルギーへの挑戦・開拓」であります。

地球温暖化対策の推進の為には、電気工事業界が一丸となって、「省エネルギー対策の強化と再生可能エ

ネルギーの活用」の分野において、高度な技術と品質で積極的に貢献していくことが重要であります。

「技術講習会」の中でＬＥＤ照明や太陽光発電等の｢新・省エネルギー ｣をテーマとして開催致します。

　第五には「社会貢献への努力」であります。

弊協会設立理念のひとつ「地域社会の保安と公共の福祉の増進に寄与」を実践し、「防災協定締結」「清

掃ボランティア」「福祉施設への器具点検・寄贈」「公共建築イベント共催」等、今後も継続致します。

　このような目の前の課題に対し、的確に対応すると共に、将来を見据えながら渾身の力で展開致す所

存でございます。何卒、関係機関及び会員の皆様方の益々のご指導とご鞭撻をお願い申し上げます。

　新しい年が、皆様にとって充実した素晴らしい年となりますよう心よりご祈念申し上げ、新年のご挨

拶といたします。

年 頭ご 挨 拶
社会的貢献と顧客価値の創造に努め

 夢と生きがいのある電設業界を目指そう！

〔旭電業�　代表取締役社長〕

会長　松　岡　　徹

社団法人　岡山県電業協会
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　新年あけましておめでとうございます。

　昨年開催しました「第２５回国民文化祭・おかやま２０１０」は、大きな感動を残し、大成功のうちに幕

を閉じました。ご尽力いただいたすべての皆様に心からお礼申し上げます。また、昨年は、都道府県

対抗女子駅伝での岡山県チームの初優勝、バンクーバーオリンピック・パラリンピックでの�橋大輔・

新田佳浩両選手のメダル獲得など、明るく元気の出る話題の多い年でした。

　県政においては、喫緊の課題である経済・雇用対策に全力で取り組むとともに、「新おかやま夢づ

くりプラン」に掲げる３つの基本戦略「教育と人づくりの岡山の創造」「安全・安心の岡山の創造」

「産業と交流の岡山の創造」に沿った諸施策を、さまざまな主体の方々と目標を共有し、「協働」の力

で推進してまいりました。

　本年は、プランに掲げる推進目標の達成に向け、取り組みの総仕上げを図ってまいります。　　　　

　「教育と人づくり」では、安心して子どもを健やかに生み育てる環境づくりや落ち着いた学校づくり

など、岡山の将来を担う人づくりに取り組みます。

　「安全・安心」では、防犯ネットワークや防災・危機管理体制の整備、医療体制の確保、福祉サー

ビスの安定的な提供、食の安全・安心の確保、持続可能な社会の実現に向けた環境対策など、安全・

安心に、生き生きと暮らせる社会づくりを進めます。

　「産業と交流」では、本県の持つ優位性や先進性を生かし、アジア市場も視野に入れた産業の育成・

強化に取り組むとともに、「観光・交流拠点おかやま」の実現を図ってまいります。また、新規就農

者の確保・育成や本県の誇る高品質な農林水産物のブランド化の推進、国内外への販路拡大など、農

林水産業の発展と農山漁村の再生を図ります。

　さらに、昨年設置した「おかやま発展戦略会議」において、将来にわたり発展し続けていくための

戦略を検討しており、その結果を踏まえ、本県の新たな発展につなげてまいります。

　厳しい経済・雇用情勢が続いていることから、地域経済の安定的な回復と雇用の確保に向けて、引

き続き的確な経済・雇用対策を推進してまいります。

　地方分権改革の推進が強く求められている今、私は、真の分権型社会の確立に向け、中四国におけ

る拠点性の向上や県内各地域の主体的・自立的な地域づくりを協働の力で進め、将来にわたり発展し

続ける「夢と元気」あふれる「暮らしやすさ日本一」の岡山づくりに邁進してまいります。

　引き続き、県民の皆様の力強いご支援、ご協力をお願いいたしますとともに、ご健勝とご多幸をお

祈り申し上げ、新年のあいさつといたします。

新 春 ご 挨 拶

夢と元気あふれる岡山を目指して

岡山県　知事　石 井 正 弘
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訪　　問　　先陳　　情　　者訪 問 日

新庄村・鏡野町・奈義町・勝央町
西粟倉村・美咲町・久米南町・真庭市

大日電気興業�・旭電業�
中央電気�

平成２２年７月５日�

岡山県庁・岡山市
国土交通省（営繕・国道・河川）

旭電業�・平松電気工事�
大日電気興業�・�中電工

　　　　７月６日�

玉野市・倉敷市・浅口市・笠岡市
井原市・総社市・赤磐市・早島町
里庄町・矢掛町

�中電工・旭電業�
平松電気工事�・太陽電機工業�

　　　　７月７日�

瀬戸内市・備前市・美作市・津山市
新見市・高梁市・吉備中央町・和気町

�中電工・旭電業�
平松電気工事�・平和電気�

　　　　７月９日�

分離発注 陳情

��������	
��
��������

　平成22年7月5日�から延べ4日間、役員及び会員の協

力により県内の官庁出先機関、県庁及び自治体庁舎を訪

問し、各々の首長に対し、強く｢分離発注の推進｣を陳情

しました。

��日本電設工業協会が全国の電業協会を対象に｢平成22年

度市町村における分離発注の現状｣を調査した結果、岡山

県内の自治体の分離発注率29.6％で全国順位45位でした。

�品質と価格の透明性を確保するとともに、対話を通じて顧

客満足度の高いサービスを提供するため、分離発注を強力

に推進しましょう。

平成２２年度「市町村における分離発注の現状」調査結果

��������	
��
�����

県庁へ陳情：正副会長 岡山市へ陳情：正副会長

������
����������
�������

順位分離発注率（％）原則分離発注市町村数都道府県

６９７.2１７４１７９北海道
１３９０.０３６４０青　森
１６８５.22９３４岩　手
３４５６.０１４2５秋　田
１１００.０３５３５宮　城
７９７.１３４３５山　形
2９６６.１３９５９福　島
９９４.７１８１９石　川
１０９３.３１４１５富　山
３０６４.７１１１７福　井
３１６０.０2１３５群　馬
３８５１.８１４2７栃　木
４１３８.６１７４４茨　城
2０７８.１５０６４埼　玉
１４８８.８４８５４千　葉
2７６９.８３７５３東　京
１８８2.３2８３４神奈川
４３３３.７2６７７長　野
１０９３.３2８３０新　潟
３７５３.５１５2８山　梨
１2９１.４３2３５静　岡
３６５５.５３０５４愛　知
３９４８.2１４2９三　重
2５７１.４３０４2岐　阜
2４７３.６１４１９滋　賀
４2３８.４１０2６京　都
４７１７.９７３９奈　良
３５５５.８2４４３大　阪
４４３０.０９３０和歌山
４０３９.０１６４１兵　庫
４５2９.６８2７岡　山
2８６６.６１４2１島　根
１７８４.2１６１９鳥　取
2３７３.９１７2３広　島
１１００.０１９１９山　口
2１７６.４１３１７香　川
４６2５.０６2４徳　島
2６７０.０１４2０愛　媛
３３５８.８2０３４高　知
３１６０.０３６６０福　岡
１１００.０１８１８大　分
１９８０.０１６2０佐　賀
22７５.５３４４５熊　本
１１００.０2１2１長　崎
１５８８.４2３2６宮　崎
８９５.３４１４３鹿児島
１１００.０４１４１沖　縄

１2３１１７４０合　計
７１%１００%構成比

順位分離発注率（％）原則分離発注市町村数都道府県

４５２９.６８２７岡　山

２８６６.６１４２１島　根

１７８４.２１６１９鳥　取

２３７３.９１７２３広　島

１１００.０１９１９山　口

２１７６.４１３１７香　川
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　平成22年6月30日�9時20分から12時30分ま

で会員65名が出席し、岡山プラザにて｢行政研

修会｣を実施しました。国や県の最新の入札制

度について、又、暴力団対策のあり方について

研修しました。

①入札・契約方式と工事工種等級区分

②競争参加資格要件

③総合評価落札方式の位置づけ、考え方、仕組みについて

④平成22年度の入札契約の基本方針

　方針Ⅰ：技術評価に関する更なる透明性、公平性の確保

　方針Ⅱ：企業の技術力が十分発揮できる競争環境の確保

⑤工事発注に伴う入札契約手続きの運用改訂点と留意点

国土交通省・岡山県の最新の
　　入札制度と暴力団対策を研修！

１．国土交通省における入札制度について

行政研修会

①低入札価格調査制度と最低制限価格制度について

②一般競争入札参加条件と総合評価方式の変更点について

③最低制限価格制度による一般競争入札（条件付）における資格確認の書類の提

出時期の変更について

④一般競争入札（条件付）について、よくある質問について

��岡山県 土木部都市局 建築営繕課 課長　有吉泰弘様

２．岡山県建設工事入札制度の見直し等について

��岡山県警察本部刑事部組織犯罪対策 第二課　　　
行政暴力排除担当 警部　目黒文次様

３．暴力団情勢と対策等について

講師：小宮山管理官

講師：有吉課長

①暴力団の勢力について

②最近の暴力団の特徴（情報統制と巧妙な行動）

について

③暴力団排除活動について

④暴力団との取引回避について（DVD放映）

聴講する会員

司会進行：兼信委員

受付担当：技術委員
研修テーマ

��国土交通省中国地方整備局岡山国道事務所　　　
工事品質管理官　小宮山幸治様

講師：目黒警部
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　平成22年10月27日�から11月11日�の間、県内5ヶ所の福祉施設を対象に会員会社の分担により、

電気設備点検及び電気器具や車椅子の寄贈をしました。

�各施設の関係者や入所者の皆様から感謝の言葉をいただきました。皆様の笑顔がある限り、贈り続けます。

贈呈日贈呈品贈呈先施設動員分担会社名

１０／２７テレビ
社会福祉法人　敬友会
ケアハウス パラジェネシス�
岡山市南区藤田字錦1732－2

６名マキテック㈱

１１ ／１照明器具
指定痴呆対応型共同生活介護事業所
グループホーム　花の里・萌
倉敷市黒石247－1

４名大日電気興業㈱

１１／２洗濯機
社会福祉法人　鴻仁福祉会
特別養護老人ホーム　愛光苑
岡山市南区浦安本町81－2

５名平和電気㈱

１１／５車イス
社会福祉法人　純晴会
介護老人福祉施設　浮州園
倉敷市粒江2500－1

５名三恭電設㈱

１１／１１
洗濯機
ポット

市営 要介護者･障害者福祉施設
養護老人ホーム 岡山市友楽園
岡山市中区平井4－13－33

４名池田電業㈱

社会貢献・福祉活動

����

�����

パラジェネシス�：マキテック�
　　　　　　　［平松副会長同行］

愛光苑：平和電気�
　［平松副会長同行］

御礼状：愛光苑

����

�����

����

�����

愛光苑の皆さん

電気設備点検

花の里・萌：大日電気興業�

電気設備点検
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御礼状：友楽園

����������	
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社会貢献・防災活動

協定書

浮州園：三恭電設�
　［松岡会長同行］

寄贈プレート

友楽園：池田電業�

寄贈品

御礼状：浮州園

　平成22年6月7日付けで、懸案であった岡山市と｢災害時にお

ける防災協定に関する協定書｣を締結しました。

�協定書の趣旨は、市域において相当規模の地震災害および風水害

その他災害が発生し、又は発生しようとしている場合、災害対策

法に規定する応急措置等速やかに実施するために、電気機器の応

援出動等に協力することとなっています。

�具体的な協力内容

　�岡山市の管理する公共施設等における電気に関する緊急応援処

置など

　�救出救助活動における発電機器等の応援出動など

　�被害の未然防止措置のための電気機械機器等の応援出動など

　�岡山市災害対策本部が必要とする電気に関する要請事項

　�会員会社の所有敷地、社屋の緊急避難所としての提供

　�地域の被災者の救出救助活動の応援

　�地域住民への防災資機材等の貸与または提供

　�その他地域の自主防災活動への協力

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
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社会貢献・防災訓練 清掃ボランティア

��������	
��
���������
　岡山県及び岡山市との防災協定締結に基づき、防

災協定参画会員の｢災害対策緊急連絡網｣が、緊急時

に機能するか確認すべく、併せて、模擬召集訓練及

び清掃ボランティアを県内2ヶ所で実施しました。

�平成22年10月24日�午前7時より旭川、後楽園周辺

を対象に岡山地域の正会員、賛助会員44社56名にて

清掃ボランティアを実施しました。

岡山地域の参加会員

県西部・倉敷地域の参加会員

実行委員長：太陽電機工業� 兼信さん
（玉島商工会議所環境問題委員長）

ご子息と共同作業
川の中も

川岸も

ペアで

�平成22年11月7日�午前8時より玉島、溜川公園周辺を対象に、県西部・倉敷地域の正会員7社7名にて清

掃作業と菜の花の苗の植え付けをしました。

　直前まで小雨が降っていましたが、雨上がりの中、商工会議所の皆さんと共に充実した時間でした。

全員集合

菜の花の
植え付け

開花した菜の花（昨年）

緊急連絡網

��������������
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社会貢献・インターンシップ

��������	
��
�
　平成２２年の７月から９月の間、会員会社３社が延べ９名の学生を受

け入れインターンシップ（職業体験）を実施しました。

�目的は学生達の職業観・就業意識の希薄化、多様化が言われ、フリータ

ー志向者や短期離職者の増加が近年社会問題になっており、産学が連携

して次代を担う人づくりを進めていくことが、ますます重要となってい

ます。

　このため、学生達に就業体験の場を提供することによって、「仕事の意

義」、「仕事の大切さ」などを考えてもらい、職業観・就業意識の高い人

材を育てていこうというものです。

�インターンシップ受け入れ内容

対　象　者人　数期　　　間受け入れ会社

職業大学校生３名
平成２２年７月２６日 �～８月６日�
延べ５日間

三恭電設�

職業大学校生１名
平成２２年８月１７日�～８月２５日�
延べ８日間

�橋本電気工業所

大学生及び
職業大学校生

５名
平成２２年８月２３日�～９月３日�
延べ１０日間

旭電業�

　平成２２年１２月４日�午前１１時から午後７時３０分まで、ルネスホールを

会場として、当協会及び国土交通省、岡山県、岡山市、建築設計諸団体と

共催による多彩なイベントが催され、会員６名が参加しました。

�当協会も設営に積極的に参画し、「交流会」では参加会員が官公庁自治体の皆

様とワイン片手に和やかに懇談しました。

��������	
���

社会貢献・イベント

講義

 ミーティング

現場体験

シンポジウム
　「建築表現の可能性」

実行委員長挨拶
有吉 岡山県土木部建築営繕課長

設営：松重さんと藤井さん

交流会：会員乾杯

イベント会場　ルネスホール
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学校懇談会

今年も多数のご参加をお願いします。
詳細は２月頃ご案内予定です。

��������	�
��
����
　平成２２年４月２６日�午前１０時、第２０回電気学科系教育機関との懇談会を岡山

プラザホテルにて開催し、求職、求人状況について活発な意見交換をしました。

�電気系学生を擁する大学・高専・専門校等２０校２３名のご出席をいただき、当協会か
ら役員、委員１８名が出席しました。

�この懇談会に於いて、「求人、求職の意見交換」と共に、「インターンシップ」の受
け入れと「電設工業展」への招待をしました。

冒頭の挨拶：松岡会長

電気系教育機関ご担当者

当協会役員、委員

 大学・高専コメント

：若者達は育ち方や日常に、パソコン、携帯電話、ゲーム機依存
により、会話が少なくなっており、今、産業界が要求している
ヤンチャで元気でコミュニケーション力等のキャラクターと
のネジレ、ギャップを痛感し、非常に危機的状況と考える。加
えて、精神構造脆弱となって来ており、半年で潰れてしまうケ
ースがあり、採用後は丁寧に育てる必要がある。

：地元志向が強く、全国からの求人との間でミスマッチ。
：厳しいが採用の門を開けて欲しい。継続ある雇用関係を築き
たい。。

 高校・専門校コメント

：求人状況は非常に厳しい。
：電設業界希望が増加している。
：女性も在籍、業界採用を望む。
：資格取得に力を入れている、電設業界に寄与するのでは。
：インターンシップを全員に経験させている。

 業界コメント

：昨年度は景気がピンチな中で、アイサツを含め好感の持てる
優秀な人材を確保できた。採用のチャンスである。
：景気回復を見極めるが、先を見ると少子化により、人材不
足が発生すると思う。先を見た採用計画をしたい。

：定年延長・雇用継続により、高齢者比率が高まっている。

１級施工・講習会
��������	
��
������

　「平成２２年度１級電気工事施工管理技術検定試験」の受験準備講習会を開催しました。

◎ 講習会概要
場　所講師陣受講者数講習日

コンベックス岡山
延べ４名（９科目）５５名

平成２２年５月１１日�～　　 　
　　　　５月１３日�〔３日間〕

学科講習

延べ３名（５科目）４７名平成２２年９月１６日�〔１日間〕実地講習

場　所講習日

コンベックス岡山

平成２３年５月１０日�～　　 　
　　　　５月１２日�〔３日間〕

学科講習

平成２３年９月１５日�〔１日間〕実地講習

受付：福田委員 設営：牧野委員と池宗委員

個人添削指導中 熱意の講師陣

挨拶：長門委員長

◎今年の受験準備講習会
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　この度は、電設工業展視察を�岡山県電業協会のご厚意により参加させて頂きましてありがとうございました。
　私自身、父親が電気工事関連の仕事をしている関係で小さな頃から電設資材の様 な々カタログや部材を見たり
触ったりすることがありました。また、日頃からこのような知識を頭に入れておくことで顧客のニーズやアイデアを提
供できるということを教えられてきました。
　教員となり、生徒と一緒に第２種電気工事士試験にチャレンジした時、旧式の資材が多く出題されていることに
驚いたことを覚えています。現在、授業・実習ではナイフの使い方、接続方法などの基礎的なことから生徒は勉強
しております。この中で現在の最先端の工法や部材、工具などが生徒に情報提供できればより良い授業になると
思います。
　今回の視察で得たことは、これからの学校現場での指導に役立てていきたいと思います。私自身も大変勉強に
なりました。また機会がありましたら、是非とも勉強をさせて頂きたいと思います。本当にありがとうございました。

��������	
���
　平成２２年１１月２４日�午前９時２０分から１２時３０分まで、「会員技術講習会」を岡山プラザホテルにて開

催しました。当日は会員５８名が出席し、主に「省エネルギー」に理解を深めました。

技術講習会

��������	�����
��
�

省エネルギー
　�省エネ法改正と補助金制度　�省エネ手法
　�省エネの着目点　　　　　　�ＬＥＤ照明
　�エネルギー監視と省エネ

���きんでん技術本部ＣＳサービス部　企画提案チーム副長 深尾　和正様

講師：深尾和正様

�����

新エネルギー
　�新エネルギーとは
　�太陽光発電設備

受付：技術委員の皆さん 冒頭挨拶：松岡会長司会：犬養委員

電設工業展視察
��������	
�

　「２０１０電設工業展」が�日本電設工業協会の主催で、インテックス大阪において、平成２２年５月２６

日�～５月２８日�の３日間にわたり「進めようエコライフ！はぐくもう快適環境！」のテーマのもと

で開催され、会員３０名、学校関係者１名の計３１名が参加しました。

��������	
�� 関西高等学校　杉　山　弘　幸

　会場で、�ムサシインテック主催のプレゼンテーション
セミナー「改正省エネ法とデマンド管理の実情について」を
聴講しました。平成２２年４月より施行された改正省エネ法
の概要と、電力料金の削減や電力使用量の管理を目的にデ
マンド監視モニターを設置し活用する方法の説明が主な内
容でした。
　このセミナーで紹介された製品を含め、会場内には電力
使用量の表示や管理といった「電気の見える化」を目的とし
た商品が数多く展示されており、省エネ対策やその意識付
の為に活用することが有用であることを再認識しました。
　今回の視察会で得たものを今後の業務に活かしたいと思
います。

���������	
��
������
マキテック�　白　石　幹　雄

参加した学校側先生と会員

会場風景

懇談する会員� 質問する会員
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視察研修

��������	
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　平成２２年１１月１７日�に、技術研修の一環として会員１９名が参加し、兵庫県「パナソニック電工施設照明�

春日本社工場」を視察しました。

�初めに、同社取締役田中義晴様他のご挨拶や工場説明を受け、その後、工場内の見学をさせていただきま

した。

　工場内では各部門長の照明器具製造工程や省エネルギーの詳細な説明を受けました。

�パナソニック電工�岡山営業所の西田所長（賛助会員）も同行し、会員の皆さんへＰＲをされました。

�工場視察研修の帰途、キリンビアパーク神戸に立寄り、会員相互が親睦を深めました。

視察参加の会員

　今回は、パナソニック電工施設照明�様の春日工場を見学させて頂きまし

たが、我々電気工事業者にとっては最も身近な照明器具を作っている工場と

あって、興味津々な工場見学でした。

　工場に入ってすぐに目についたのは、展示されている「Ｗエコ」・「エバー

ライト」・「ＬＥＤ照明」の環境配慮型照明器具でした。まさに今後の電気工

事業界の主力になると思います。

　製造過程を見学の際には各担当者による説明パネルを使った細やかな説

明、わかりやすかったです。

　最終組立においては、機械ではなく手作業による工程で、ひとつひとつ丁

寧に組立しているのに驚きました。

��������	
旭電業㈱　衛　藤　賢　治

工場全景

ＰＲする西田所長

説明を受ける会員

キリンビアパーク神戸にて
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（ 社 ）日本電設工業協会 会員大会 

��������	
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　平成２２年７月２７日�午後２時より、広島八丁堀シャンテにおいて、国土交通省中国地方整備局営繕

部（出席者１１名）、�日本電設工業協会中国支部（出席者８名）及び�日本空調衛生工事業協会中国

支部（出席者７名）との間で、平成２２年度（第８回）意見交換会が開催されました。

�冒頭、業界を代表して�日本電設工業協会細田支部長［�中電工

社長］が挨拶し、つづいて、国土交通省中国地方整備局内野井営

繕部長が挨拶をされました。

�国土交通省側から、平成２２年度入札・契約制度に係る基本方針の

説明と当面の発注見通し等の情報提供を受けました。

�主な業界団体要望事項

　　�設備工事の適正工期の確保について

　　�分離発注について

　　�改修工事における設計変更について

　　�配置予定技術者の施工技術要件の緩和について

　　�大手と地元業者のＪＶ発注のご検討について

　平成２２年１０月１４日�、宮城県仙台市のホテルメトロポリタ

ン仙台において「社団法人 日本電設工業協会 平成２２年度会員

大会」が会員３８６名の参加で開催され、当協会からは松岡会長

が出席しました。

�最初に、林会長［�関電工会長］の挨拶があり「適正な価格、

工期での受注確保」、「優秀な人材の確保・育成」、「分離発注の

推進」、「地球環境保全等への貢献」などの議題提議と、協会の

現状と展望について述べられました。

�その後、「ＬＥＤ照明器具に関する課題と施工の標準化の検討」

及び「東北地方の電気工事業が直面する課題について」と題し

て、基調報告があり、最後に満場一致で大会決議が採択されま

した。

�今年の会員大会は平成２３年１０月１３日�午後３時から、東海支部

担当にて愛知県名古屋市「名古屋観光ホテル」にて開催されま

す。

��������	
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国土交通省意見交換会

冒頭挨拶：細田支部長

記念講演：川島東北大学教授

 全国の会員が一堂に集結

挨拶に立つ内野井部長と出席の皆さん

 中国支部役員の皆さん
要望する松岡副支部長
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暴力追放・安全衛生推進

��������	
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　平成２２年１１月９日�午後１時３０分から、�岡山県暴力追放運動推進センターなど主催による「暴力

追放、銃器根絶運動推進県民大会」が岡山テルサで開催され、岡山県電業協会暴力追放連絡協議会の

一員として参加しました。

�推進センター石井理事長［岡山県知事］から、「安全で住みよい地域社会の実現は、県民すべての願いで

あり、阻害する反社会的行為の根絶に努めましょう」と挨拶がありました。

�暴力追放三ない運動「暴力団を恐れない」「暴力団にお金を出さない」「暴力団を利用しない」を実践す

る大会宣言を採択しました。

�つづいて、「暴力団排除のための新たな取り組み」、「反社会的勢力の潜在化・匿名化と民暴対策の新たな

展開」と題して講演がありました。

 暴力追放

 安全・無災害運動
　平成２２年９月２９日�午後１時から、岡山テルサにて、「第１回『リスクにチャレンジ！岡山』運動

推進大会」（主唱：建設業労働災害防止協会岡山県支部）が開催され、当協会から２名出席しました。

�大会第�部においては坂本支部長が、当運動に積極的に取り組み、死亡、重篤な災害の撲滅を図ることを

表明しました。

�第�部では、労働局安全衛生課長の講演と２つの事業所よりリスクアセスメントの取り組み状況について

体験発表がありました。

�スローガン「みんなで探そう職場のリスク！　実行しよう低減対策！」

祝辞：岡山労働局 大崎局長大会全景と主催者挨拶：坂本支部長

 大会全景 挨拶：石井理事長
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通常総会・ゴルフ大会

平成２２年５月～平成２２年１２月

��������	
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　平成２２年３月２３日�午前１１時より、岡山プラザホ

テルにて第２９回通常総会を開催しました。

�当日出席者２４名（他に委任状出席１８名）により、次

の議案を審議、承認しました。

　第１号議案　平成２２年度事業計画案承認の件

　第２号議案　平成２２年度収支予算案承認の件

　第３号議案　役員改選案承認の件

　平成２２年５月２１日�午後５時３０分より、岡山プラ

ザホテルにて、第３０回通常総会を開催しました。

�当日出席者３１名（他に委任状出席１７名）により、次

の議案を審議、承認しました。

第１号議案　平成２１年度事業報告承認の件

第２号議案　平成２１年度収支決算案承認の件

�総会の後、賛助会員を含め懇親会に移り、会員相

互の親睦を図りました。

　平成２２年５月１５日�、赤坂カントリークラブにて

第３回ゴルフ大会を開催しました。

�会員、賛助会員２２名の参加により、日頃の技を競

いました。

出席した３名の副会長

 第３回大会参加の会員 第４回大会参加の会員

◯左 第３位：梅木さん
◯中 優　勝：両金さん
◯右 準優勝：瀬戸口さん

事務局だより ����

司会進行：瀬戸口委員�

イチッ ニッ サンッ ダーッ：平松副会長第３０回通常総会

◯左 第３位：伊茂さん
◯中 優　勝：松岡さん
◯右 準優勝：牧野さん

 第２９回通常総会

 第３０回通常総会

�顧 問 変 更　　　　　 �中電工岡山統括支社　加藤和生
�代表者変更　〔正会員〕�中電工岡山統括支社　加藤和生
　　　　　　　　　　　 �岡山エレテック　　　坂本善裕
　　　　　　　〔賛助会員〕岩崎電気�岡山営業所　水沢　正
　　　　　　　　　　　 パナソニック電工�岡山営業所　西田清二
�新 入 会 員　〔賛助会員〕�オーコ　　　　　　　藤井昌三
　　　　　　　　　　　 　岡山市北区中島田町１－６－１
　　　　　　　　　　　 　TEL ０８６－２２５－３９８１

�所在地変更
　　〔正会員〕瀬戸内電気システム�
　　　　　　　 岡山市北区下中野２３６番地８
　　　　　　　 TEL ０８６－２４６－６７１３
　　〔賛助会員〕岩崎電気�岡山営業所
　　　　　　　 岡山市北区西古松１－６－３
　　　　　　　 TEL ０８６－２８０－２０３５

 第３回ゴルフ大会
 第４回ゴルフ大会
　平成２２年１２月３日�、岡山金陵カントリークラブ

にて第４回ゴルフ大会を開催しました。

�会員、賛助会員１８名が参加し、スタート時は晴

天、昼前に雨、午後から嵐の目まぐるしく変化の

中、真剣にプレーをしました。



表紙写真提供：鋤岡山県観光連盟� 古紙パルプ配合率100％再生紙�
を使用しています。�

この印刷には、 環境にやさしい�
植物油インキを使用しています。�

この印刷の一部には水質保全に有効な�
水なし印刷方式を採用しています。�

岡山県電業協会�社団法人 

事務局　〒７００-０９５３岡山市南区西市４３０�
　　　　電　話（０８６）２４４- ４８３８番 �
　　　　ＦＡＸ（０８６）２４５- ９１３６番 �
　　　　E-mail  info@okadenkyo.or.jp�
　　　　URL  http://www.okadenkyo.or.jp　�

編集発行人　総務委員会�


